
令和４年度 第４回 北浜中学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開 催 日 時：令和５年２月１４日（火）午後１時～午後２時３０分 

２ 開 催 場 所：北浜中学校 会議室 

３ 出 席 委 員：古川員巳 柴田義久 大村 仁 太田好美 髙柳久代 大岡成光  

岡村洋子 

４ 欠 席 委 員：藤本正俊 

５ オブザーバー：細川恭由 

６ 学校支援コーディネーター：岡村洋子 

７ 学 校：渥美竜三（校長） 松島 賢（教頭） 米山哲哉（CS 担当）  

鈴木敬子（CS ディレクター） 

８ 教育委員会：小川誠司（教育総務課） 

９ 傍 聴 者：なし 

１０ 日 程： 

（１） 会長あいさつ、学校長あいさつ 

（２） 議長選出   柴田委員選出 

１１ 協 議： 

（１） 学校関係評価について  ２学期の学校評価について（米山 CS 担当） 

人数が多いので全体としてはあまり変わらないが、学年によって評価の視点が

変わる。１年生は学習面、２年生は人間関係、３年になると部活動や行事面で

自覚が出てくるため学校生活の充実に関心が向いている。また、担任や顧問と

の信頼関係に留意した結果、２学期の評価が上がってきているが、対応に時間

が掛かっている面もある。来年度は保護者との信頼関係を早めに築きたい（面

談を早い時期に行うなど）と考えている。 

 

・自治会をやっているが、コロナで行事が中止や縮小し小中学生との交流がほと

んどない。防災の巡回も参加希望があっても対応できない状況が続いている。

子どもたちの参加がしやすい環境を作ってほしい。お祭りや地域活動への参加

等中学生の関わりを増やしたい。（柴田委員） 

Q 行事や部活動が大事だと思っている。学校として意識しているか？（大岡委員） 

A 校長の方針として、目標と目的を整理して共有を図っている。キャリア教育も放

送で声掛け等している。（CS 担当） 

Q 学校によりバラツキはあるか？（大岡委員） 

A 設問は各学校で違うので、単純に比較はできない。（CS 担当） 

Q 学校運営協議会の設置状況は？（柴田委員） 

A 令和２年度から開始し、令和６年度には市内全てに設置となる。（市教委） 



Q 各学校の取り組みが違うので、学校間での交流が必要ではないか？（柴田委員） 

A 来年度は全会長を集めての会合を予定。その中で交流を図りたい。（市教委） 

Q コロナ感染予防について、卒業式のマスクをどう考えているか？（太田委員） 

A マスクについては、状況が変化しているので検討中。（教頭） 

守りに入りがちなので、アドバイスを受けたい。（CS 担当） 

・個人の意見はあるが、この学校として決めてくれればよいと思う。（古川会長） 

・経験上から言うと、簡単に広がってしまうものなので、歌の時はマスクが欲しいと

思う。（岡村委員） 

・コロナにかかった人の話を聞くと、後遺症に苦しんでいる人もいるので簡単には

いかない。子どもが罹っても家族は罹らない場合もあり、感染の経緯がわからな

い。そして、やはり重症化が心配である。（大村委員） 

・自身も、卒業式への参加について複雑な心境である。マスクについては自己責

任と考える部分もあるが、判断に迷う。（髙柳委員） 

・強制はできないが、徐々に外していくことになると思う。しかし、外すのが恥ずか

しい子どももいるので、個々に判断できるとよい。（太田委員） 

・個人的には、強制はできないとおもう。選択は本人に委ねたい。（大岡委員） 

・卒業式は、まず子供たちによく聞いてから。今の３年生は入学式からマスクで過

ごしてきているので、新しいスタートは胸を張って行かせたい。証書を渡される時

は外してもいいのではと思う。（古川会長） 

・協働センターは不特定多数の人が来るので個人的にはまだ外せないが、外せる

時が来ないと困る。インフルエンザも無くなっていないので、今後コロナも無くなら

ないと思う。（細川オブザーバー） 

・また感染拡大はあると考えられる。子供たちの３年間を思うと根拠のないマスク

は外したいが・・・。（柴田委員） 

・最終判断は校長だが、現実中学生は部活や体育の授業ではマスクを外している。

子どもたちにきちんと話せば応えてくれると思う。しかし、保護者は様々な考えが

ある。（校長） 

 

・授業改善の中の設問が人により判断に困るのではないか。文言を直したらどう

か。（古川会長） 

・わかりやすい設問にしてほしい。（柴田委員） 

・地域に開かれた学校、正しい判断ができる中学生になって欲しい。中学生が「地

域の人たちと話をしているか？」という問いもあったらよいと思う。（古川会長） 

・あいさつ、地域との関わりが減っていると思う。（柴田委員） 

・コロナのせいで、あいさつが減った。地域のお祭りや防災訓練は、地域の大人と

お互いの顔をあわせる場となる。（大村委員） 



（２） 来年度の学校運営の基本方針について 

学校教育・学校経営構想・グランドデザインについて、校長より説明があった。 

 

令和４年度に実施した学校評価と学習指導要領・浜松市の方針を踏まえたリサ

ーチをもとに、令和５年度の学校教育・学校経営を構想する。 

その中で、CS が２年目に入るので、生徒の学びを深めるために、地域や保護者

のどんな支援活動が考えられるか、具体的なアイディアを出し合い、協議会に

依頼・提案し、実践に結び付けたい。 

 

（３） 学校運営協議会の自己評価について 

本校としての自己評価をまとめたい。 

・CS の目的、学校のあるべき姿に道筋をつけたい。子どもたちの成長のために

何ができるか、もっと子どもたちを知ることが大切。会話が必要。（古川会長） 

・CS の委員を紹介したい。（CS 担当） 

・店の前に設置した「応援してます！北浜中」の掲示板に全校生徒を３年間の中

でヒーローヒロインとして掲示したい。（柴田委員） 

・意見を入れてまとめたい。（教頭） 

 

１２ 連 絡：いじめ防止等のための基本的な方針について 他 

１３ そ の 他（今後の予定） 

・教育総務課より 

・令和５年度の予定（案） 

第１回学校運営協議会   ４月１９日（水）午後１：３０～午後３：００ 

第２回学校運営協議会   ７月 ３日（月）午後１：３０～午後３：００ 

第３回学校運営協議会  １１月 ６日（月）午後１：３０～午後３：００ 

第４回学校運営協議会   ２月１６日（金）午後１：３０～午後３：００ 

 

 


